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148 点，毛皮標本が 28 点，骨格標本が 300 点，鳥類
の羽根標本 13 点，その他卵，皮などの標本 65 点であ


















入園者数が低迷する 2 月から 3 月の対策にしたい，と
いう動物公園側の希望があった．
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図1．「ホネのミステリー」の会場風景． 
仙台市八木山動物公園ビジターセンタ
図2． スナメリの頸椎は薄くなって，一部は癒合しているが，7
個ある．
図3．フンボルトペンギンの両翼の骨格標本
図4． アメリカビーバーは，学生たちによって皮剥ぎ，肉取り
作業が進められた．
図5．水面上に鼻孔・目・耳だけ出して，敵の接近を察知する．
図6． イノシシの下顎骨先端は左右が癒合して，シャベルの
ように使う．
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図7． トカラハブ．下顎骨が左右離れて，大きな餌を飲み込む．
会期に合わせて急きょ作製した．
図8． バラバラだったコアホウドリの骨格標本を展示に合わせ
てパネル貼りにした．頭蓋骨の浄化装置痕が見やすい
位置のポーズにしている．
図9．企画に合わせて学生が作製したアオゲラの舌骨．
図10． ウミウの後頭部に関節している骨片は，側頭筋の付着
点になっている．
図11．アカウミガメの頭骨の正中線断面．右が吻，左が尾側．
